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1. はじめに 

現代社会の急速な変化に伴い，大学教育には質的な転

換が求められている。近年では，単に知識を習得するだ

けでなく，学生の主体的な学びを促し，社会で活躍でき

る能力を育成することが重視されている(1)。このような

背景のもと，文部科学省は教育方針の再整理や学習環境

の改善を進め，大学教育の質的向上を図っている(2)。 

このような大学教育の改革の一環として，ICTを活用

した教育ツールの導入が進んでいる。中でも，生成 AI

と電子教科書は，学生の学習プロセスを支援する技術と

して注目を集めている。生成 AIは，対話を通じて学習

者の知識深化を支援し，課題のフィードバックや概念の

解説を通して，自律的な学びを促進することが期待され

ている(3)。また，電子教科書はインタラクティブな教材

として，学生の主体的な学習を後押しし，学びの質を向

上させる効果が期待されている(4)。 

同志社大学では2022年度より，「数理・データサイエ

ンス・AI教育」の一環として，「同志社データサイエン

ス・AI教育プログラム(DDASH)」を開講している。2024

年度からは，DDASH の必修科目の一部で，生成 AI を利

活用した教育・学習支援に関する実証事業を西日本電信

電話株式会社,株式会社NTT EDXとの共同で実施してい

る(5)。本実証事業では，生成 AI「DAIB(Doshisha AI 

Buddy)」と電子教科書「EDX UniText」を用いて学生の

学習支援を強化している。DAIBは，対話型AIとして学

生の質問対応や授業内容の要約を行うなど，学習を補強

している。一方，EDX UniTextは，いつでもどこでもア

クセス可能な利便性と，メモ機能などの学習支援機能に

より，インタラクティブな学習環境を提供している。 

生成 AIや電子教科書といった ICT教材の導入が拡大

する一方で，それらの利用実態を把握するための分析は，

現在のところクリック数や課題提出回数といった量的

指標に留まっている(6)。このため，学習者が実際にどの

ようにICT教材を利活用しているか，またその利活用が

学習の深化や思考プロセスにどのような影響を与えて

いるかといった質的な側面に関する分析は十分に行わ

れていない(7)。 

このような背景を踏まえ，本研究では，生成 AIの利

用行動に基づいて学習者を分類し，その典型的な利用者

像を定義する。そして学習者の分類に基づき，受講実態

や電子教科書の利用実態を分析し，従来の量的分析だけ

では把握できなかった学習行動の特徴や教材活用の傾

向を，より具体的に把握する。生成 AIや電子教科書と

いったICT教材の利用状況を，単なる利用頻度にとどめ

ず，行動パターンごとに可視化することで，学習支援の

個別最適化や教材設計への貢献が期待される。 
 

2. 方法 

2.1. 利用データ 

本研究では，同志社大学が実施する「教育・学習活動

への生成 AI 活用実証事業」の対象科目である「データ

サイエンス概論」の 2024 年度春学期(2024 年 4 月～9

月)の受講生を対象とし，生成AIサービス(以下，DAIB)

および電子教科書の利用履歴を分析対象とした。なお，

当該講義は，成績評価に関わる期末テストを含め，完全

にオンデマンド形式で実施された。 

 

2.2. DAIB利用者の分類 

DAIBには，授業内容の簡易要約，詳細要約，講義資料

関連キーワード，参考資料キーワード，フリーワードに

よる解説，設問作成の計6つの機能が備わっている。こ

れらの各機能の利用割合に基づき，k-means法によるク

ラスタリングを実施した。クラスタ数の決定にはエルボ

ー法を用いた。 

 

2.3. 利用者像の特徴把握 

DAIB の機能利用履歴に基づき分類された典型的な利

用者グループごとに，利用者の属性，DAIBの利用回数と

やり取り回数，電子教科書の利用履歴，講義受講に関す

る特徴量を分析し，利用者像の特徴把握を行った。 

電子教科書利用者の特徴把握では，ページ表示とメモ

編集の割合，教科書および授業資料の利用状況を集計し

た。さらに，同一ページへの連続滞在時間が5分を超え

た場合，その後の操作を学習中断と見なし，直前までの

連続操作を 1 セッションと定義した。この定義に基づ

き，1回の学習における各利用者グループの違いを比較

した。さらに，DAIBには回答を生成する際に参考情報と

して電子教科書上の該当ページを出力する機能が備わ

っているため，DAIB の回答から電子教科書を参照する

学習がどの程度行われたかを調査した。具体的には，同

一ユーザが 24 時間以内に DAIB が出力した参考情報と

電子教科書上の該当ページの両方にアクセスしたケー

スを抽出し，DAIB と電子教科書の連携活用状況を確認

した。 



 

3. 結果 

3.1. DAIB利用者の分類結果 

DAIB の各機能の利用割合に基づいてクラスタリング

を行った結果，受講生は 5つのクラスタに分類された。

図 1 の値は各クラスタにおける利用機能割合の平均値

を示す。各クラスタはそれぞれ異なる特徴を持つことが

確認され，その利用機能割合に基づいてそれぞれを「ア

ウトプット重視型」，「受動型」，「能動型」，「インプット

重視型」と定義した。DAIBを一度も利用していない受講

生は「未利用型」とした(表1)。 

 

 
図１ 分類結果: ヒートマップの各セルの値は各クラス

タにおける利用機能割合の平均値を表す。 

 

表1 各クラスタの特徴と構成人数 
クラスタ クラスタタイプ 人数 特徴 

0 アウトプット重視型 298人 
フリーワードと設問作成 

を主に利用する 

1 受動型 195人 
講義資料キーワード 

を中心に利用する 

2 能動型 507人 
フリーワード 

を中心に利用する 

3 インプット重視型 685人 
フリーワードと講義資料 

キーワードを主に利用する 

未利用 未利用型 732人 
DAIBを一度も 

使用していない  

 

3.2. DAIBの利用状況 

受講生のうち，DAIBを一度も利用していない「未利用

型」は732名で，全体の約37%を占めていた。DAIB利用

者のなかでも利用機能に差が見られ，その活用傾向には

ばらつきがあることが明らかとなった。 

利用機能以外における違いを検証するため，受講生の

文系理系の割合および DAIBの利用回数とやり取り回数

の比較を行った。文系理系の割合については，講義資料

キーワードを主に利用する「受動型」クラスタで若干文

系の割合が高いものの，全体として大きな差は認められ

なかった。講義全体における DAIBの利用回数ややり取

り回数は，フリーワードを主に利用する「能動型」クラ

スタが最も多く，特にやり取り回数においては他クラス

タと比較して大きな差が見られた(図2，図3)。これは，

「能動型」クラスタの受講生が DAIBを継続的かつ対話

的に活用している傾向を示している。一方で，同じ「能

動型」クラスタ内でも利用回数ややり取り回数には個人

差があり，積極的に活用している受講生がいる一方で，

利用頻度が低い受講生も一定数含まれていた。 

 

 
図2 クラスタごとのDAIB利用回数 

 

 
図3 クラスタごとのDAIBとのやり取り回数 

 

3.3. 電子教科書の利用状況 

電子教科書の利用機能割合は，ページ表示が約 81%，

ペン編集が約16%であった。教材別の利用率は，教科書

が約 5%に対し，授業資料は約 88%と高い利用率を示し

た。しかし，受講者全体の電子教科書利用率は約30%に

留まった。 

クラスタごとの比較では，「インプット重視型」クラ

スタの受講生が最も電子教科書の利用率が高く，DAIB

の「未利用型」クラスタが最も低かった(図4)。さらに，

電子教科書を開いている時間を分析した結果，75%以上

の受講生が1秒も滞在しておらず，実質的な学習行動に

つながっていない可能性が浮上した。また，電子教科書

における DAIB との連携は DAIB 利用者の 1 割未満であ

り，DAIB と電子教科書の直接的な連携は限定的である

と判断された。 

 

 
図4 クラスタごとの電子教科書利用/未利用割合 

 

クラスタごとの利用における違いを見ると，利用され

ている機能は主にページ表示とメモ機能であった。この

2 つの機能の利用状況を比較すると，「アウトプット重

視型」と「能動型」クラスタの受講生はページ表示に加

えてにメモ機能も活用していることが明らかになった

(図 5)。また，ユーザごとの総学習時間を確認すると，

総学習時間にはクラスタ間およびクラスタ内で大きな



ばらつきが見られた。たとえば，「能動型」クラスタの

平均は約 49分，標準偏差は約 105分と非常に大きく，

「アウトプット重視型」や「インプット重視型」クラス

タも同様に標準偏差が平均を大きく上回っていた。中央

値と75%点の値の乖離も大きく，総学習時間の分布には

一部の受講者が非常に長時間利用しているという偏り

が見られた。このような総学習時間の偏りを考慮し，総

学習時間の上位 25%(第 75%点以上)に該当する学生群に

限定して比較分析を行い，積極的にICT教材を活用して

いる層におけるクラスタ別の学習傾向を検討した。その

結果，特に「能動型」と「インプット重視型」クラスタ

が学習時間や回数が多いことが明らかになった(図 6，

図7)。 

 

 
図5 クラスタごとの電子教科書の機能 

(ページ編集/ペン編集)割合 

 

 
図6 クラスタ(上位25%)ごとの総利用時間(分) 

 

 
図7 クラスタ(上位25%)ごとの学習回数 

 

4. 考察 

4.1. 学習行動の多様性とクラスタごとの傾向 

分析結果から，受講生の DAIBと電子教科書の利用実

態には明確な差異が存在することが明らかとなった。こ

のことは，学習者の学習行動や利用パターンの多様性を

示唆している。特に，「能動型」と「インプット重視型」

クラスタでは，フリーワード機能を積極的に活用してお

り，学習セッション数や総利用時間も多いことから，こ

れらのクラスタに属する受講生は主体的に学習に取り

組んでいることがうかがえる。一方，「受動型」クラス

タでは利用頻度や学習時間が短く，機能の活用も限定的

であったため，ICT教材の活用が学習行動として定着し

ていない可能性がある。 

電子教科書の利用傾向にもクラスタ間で違いが見ら

れた。「能動型」や「アウトプット重視型」クラスタで

はメモ編集操作が観察されたのに対し，「受動型」クラ

スタではページ表示のみの閲覧にとどまるケースが多

く，学習の深度や目的意識の違いが反映されていると考

えられる。さらに，受講生の約 37%にあたる 732 名が

DAIBを一度も利用していない「未利用型」であった。こ

のクラスタでは他クラスタと比較して電子教科書の利

用率も最も低く，DAIB をはじめとする ICT 教材全体の

活用が限定的であることが明らかとなった。これらの結

果から，ICT教材の利活用に関して，受講生間で利用状

況や意欲に大きな差があることが示唆された。 

 

4.2. ICTツールの利用実態とその課題 

 以上の分析結果から，DAIBや電子教科書などのICT教

材の活用においては，利用頻度だけでなく，機能の利用

方法や目的にも差異が存在することが明らかになった。 

一方で，ICT教材全体の利用状況を見ると，DAIBの利

用者は受講生全体の約66%を占めたものの，電子教科書

に至っては約30%と限定的であった。特に，電子教科書

では，多くのセッションが極端に短時間で終了しており，

受講生が継続的かつ主体的に活用しているとは言い難

い。これは，オンライン環境において受講生が自身の判

断で学習を進める傾向が強くなり，ICT教材で期待され

る教育効果が十分に発揮されていない可能性を示唆し

ている。こうした状況を改善するためには，教員が授業

内でICT教材の具体的な活用事例を紹介することや，課

題や演習を通じて積極的に ICT 教材を利用するよう促

すことなど，学習設計上の工夫が求められる。 

DAIBと電子教科書の連携に関しては，DAIBから出力

された参照情報から電子教科書へのアクセスがほとん

ど見られず，両者が統合的に活用されていないという課

題も明らかになった。このことは，受講生が DAIBを主

に情報の検索や参照のみに用いており，DAIB の出力内

容を電子教科書と照らし合わせてその信頼性を検証す

るといった，批判的思考を促す学習活動に結びついてい

ないことを意味している。したがって，今後は学生自身

が生成 AIの出力内容の正確性や妥当性を意識的に評価

できるよう，適切な支援策を導入することが重要である。 

 

4.3. 今後の課題と展望 

これまでの分析から，受講生のクラスタ間で見られた

行動の違いは，学生のICTリテラシーや自己調整学習能

力，さらには DAIBや電子教科書への価値認識の差に起

因している可能性が高いと考えられる。今後はアンケー

トやインタビューなどの調査を併用し，学生の行動パタ

ーンと個人特性の関連を定量的・定性的の両面から明ら

かにする必要がある。 

ICT教材の利用状況からは，自主的にICT教材を活用

する受講生ほど学習セッション数や総利用時間が長い

傾向が見られた。本研究では学習行動のログデータと学

習成果(成績や課題提出状況など)との直接的な関係性



は検討できていない。クラスタリング結果と学習成果を

組み合わせ，ICT教材の活用状況と学習成果の関係を分

析することで，ICT教材の教育的効果を定量的に裏付け

ることができると期待される。 

これらの行動パターンの違いを踏まえた具体的な学

習支援の設計も重要である。例えば，ICT教材を利用し

ていない，あるいは利用頻度の低い「未利用型」や「受

動型」クラスタの学生に対しては，授業内での利用機会

の提供や具体的な活用方法の提示を通じて，利用への心

理的ハードルを下げる支援策などが必要となるだろう。

一方で，積極的にICT教材を活用している「能動型」や

「アウトプット重視型」クラスタの学生には，DAIBと教

材を連携して活用できるように促すとともに，情報の信

頼性や妥当性を主体的に評価して学習に役立てるため

の支援，さらには反転学習や探究的学習を意識した課題

設計の導入などが効果的であると考えられる。これらの

分析を通じて，学習行動の多様性やICT教材活用の偏り

に応じた，柔軟で効果的な教育的介入の必要性が示され

た。今後は，こうした実態に即した支援のあり方につい

て，さらに検討を進めていく必要がある。 
 

5. おわりに 

本研究では，生成 AIサービス(DAIB)と電子教科書の

利用ログに基づき，学生の学習行動を分類し，それぞれ

の典型的な利用パターンを明らかにした。分析の結果，

ICT 教材の活用度や方法には学生間で明確な差異があ

り，能動的に多様な機能を活用するグループから，全く

利用しない未利用グループまで，様々な学習行動が確認

された。 

特に，生成 AIサービスと電子教科書間の連携が十分

に図られていない現状や，電子教科書が継続的に活用さ

れていない点は，現在の学習環境が抱える課題を浮き彫

りにしている。このような結果を踏まえると，学習支援

は画一的に設計するのではなく，学生それぞれの行動特

性に合わせて柔軟に対応できる仕組みが必要である。 

今後は，学習者の行動パターンに応じたインタラクテ

ィブな学習支援を提供する施策を整備するとともに，生

成 AIと電子教科書がより連携して活用されるようなシ

ステムの設計を構築することが重要である。 
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